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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期
第３四半期
連結累計期間

第14期
第３四半期
連結累計期間

第13期

会計期間

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
４月１日
至平成25年
12月31日

　自平成24
年　　　　　
　４月１日
　至平成25年
　３月31日

売上高（千円） 2,783,888 2,640,136 4,024,403

経常利益（千円） 466,741 325,751 517,257

四半期（当期）純利益（千円） 266,092 196,239 210,194

四半期包括利益又は包括利益（千円） 263,618 281,295 265,639

純資産額（千円） 2,655,196 2,917,080 2,662,997

総資産額（千円） 3,331,645 3,419,347 3,617,752

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 47.33 34.83 37.43

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
47.09 34.40 36.94

自己資本比率（％） 78.2 84.0 72.1

　

回次
第13期
第３四半期
連結会計期間

第14期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

自平成25年
10月１日
至平成25年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 33.72 12.72

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　　　　ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成25年5月29日開催の取締役会決議により、平成25年10月1日付けで普通株式1株につき100株の割合で株式

　　分割を行っております。このため、前連結会計年度の期首に、当該株式分割が行われたと仮定して1株当た

　　り四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

　

２【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

（1）経営成績に関する分析　

 当第3四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、12月発表の日銀短観によると、業況判断指数（DI)が、大企業

製造業・非製造業ともに4四半期連続の改善、中小企業非製造業も約22年ぶりにプラスに転じる等、公共投資の増加

や個人消費の拡大を背景として各産業で景況感の改善が進みました。

　当社の属する情報サービス業界についても、同日銀短観によると、2013年度ソフトウェア投資計画（全産業）が、

前年度比5.4％増加しており、各産業の景況感の改善を背景に企業のIT投資も拡大基調にあります。このような経営

環境の下で、当第3四半期連結累計期間の当社の経営成績は下記のとおりとなりました。

 

売上高 2,640,136千円 （前年同期比5.2％減）

営業利益 322,532千円 （前年同期比30.4％減）

経常利益 325,751千円 （前年同期比30.2％減）

四半期純利益 196,239千円 （前年同期比26.3％減）

 

　特筆すべき事項を記載すると下記のとおりです。

①受注面については、既存顧客を中心にIT投資の拡大基調が続いており、過去最高のペースで堅調に推移してお

ります。一方、売上高については、前年同期と比較して当連結会計年度は売上高の計上が第4四半期偏重傾向と

なっており、当第3四半期連結累計期間の売上高は前年同期比5.2％減少の2,640,136千円となりました。

 

②損益面については、第1四半期に完了した大型案件の利益貢献度が低かったことに加え、第4四半期に売上予定

の案件が前年同期比多数あるため、当第3四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び四半期純利益は、それ

ぞれ322,532千円（前年同期比30.4％減）、325,751千円（前年同期比30.2％減）及び196,239千円（前年同期比

26.3％減）となりました。

 

　 （2）財政状態に関する分析　

　　資産、負債及び純資産の状況

総資産は、主に大型案件の完了に伴う仕掛品の減少により、前連結会計年度末比5.5％減少の3,419,347千円となりま

した。また、負債については、主に大型案件の完了に伴う受注損失引当金の減少や賞与の支払いによる賞与引当金の

減少により、前連結会計年度末比47.4％減少の502,266千円となりました。純資産は、主に四半期純利益の計上や保

有上場投資有価証券の株価上昇に伴うその他有価証券評価差額金が増加したことにより前連結会計年度末比9.5％増

加の2,917,080千円となりました。

 

　 （3）研究開発活動　

該当事項はありません。

　 

　 （4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第3四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社法

施行規則第118条第3号に掲げる事項）は次のとおりであります。 

当社は、事業ドメインである「戦略的IT投資領域」への高付加価値サービスを通じて顧客満足度を向上させることに

より安定的に事業成長することを基本的な経営方針としています。したがって、当社の事業遂行には、「戦略的IT投

資領域」に精通した者が取締役や業務執行者に就任し、事業の方針を決定し、業務執行体制を構築することが必要で

あり、これによってはじめて当社の事業価値の維持・向上が図られるものと認識しております。以上が、会社の支配

に関する基本方針であります。

　現時点において、当社株式の大規模な買付行為に関する具体的な対応方針は特に定めておりませんが、上記の方針

に照らして必要であると判断した場合には、社内外の専門家を含めて検討したうえで適切に対応策を講じます。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,200,000

計 23,200,000

（注） 　平成25年5月29日開催の取締役会決議により、平成25年10月1日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発

行可能株式総数は22,968,000株増加し、23,200,000株となっております。　

　

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年2月10日）

(注)2

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,076,400 6,079,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

(注)3

計 6,076,400 6,079,600 － －

（注）1．平成25年5月29日開催の取締役会決議により、平成25年10月1日付で普通株式1株を100株に株式分割いたしま

した。これにより株式数は5,999,796株増加し、発行済株式総数は6,060,400株となっております。　

     2．「提出日現在発行数」欄には、平成26年2月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権等の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

        3．権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。なお、平成25年5月29日開催の取締役会決議に

より、平成25年10月1日付で1単元の株式数を100株とする単元株制度を採用しております。

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年10月1日　

（注）1　
5,999,796 6,060,400 － 826,665 － 816,901

 

平成25年10月 1日～

平成25年12月31日

（注）2

16,000 6,076,400 3,000 829,665 3,000 819,901

（注）1．平成25年5月29日開催の取締役会決議により、平成25年10月1日付で普通株式1株を100株に株式分割いたしま

した。

 　　2．新株予約権の行使による増加であります。

  　 3．平成26年1月1日から平成26年1月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が3,200株、資

本金及び資本準備金がそれぞれ600千円増加しております。
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（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

　　　　　当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年9月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

　

①【発行済株式】

 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  －　 － －

議決権制限株式（自己株式等）  －　 － －

議決権制限株式（その他）  －　  －　 －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式     4,208 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 　普通株式 　  56,396 56,396

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 60,604 － －

総株主の議決権 － 56,396 －

（注）　 平成25年10月1日付をもって普通株式1株を100株に株式分割するとともに、100株を1単元とする単元株制度

を採用しておりますが、記載数値には当該株式分割による株式数の増加、及び単元株制度を反映しておりま

せん。

　

②【自己株式等】

 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＵＬＳグループ株式会

社

東京都中央区晴海一丁目

８番10号晴海アイランド

トリトンスクエアオフィ

スタワーＸ棟14階

4,208 － 4,208 6.94

計 － 4,208 － 4,208 6.94

（注）　 平成25年10月1日付をもって普通株式1株を100株に株式分割するとともに、100株を1単元とする単元株制度

を採用しておりますが、記載数値には当該株式分割による株式数の増加、及び単元株制度を反映しておりま

せん。

　

２【役員の状況】

 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,114,866 1,066,084

売掛金 1,008,181 874,137

仕掛品 436,375 274,980

その他 292,467 343,091

流動資産合計 2,851,890 2,558,294

固定資産

有形固定資産 48,944 37,529

無形固定資産

のれん 73,217 68,458

その他 8,448 7,698

無形固定資産合計 81,665 76,157

投資その他の資産

投資有価証券 506,448 619,722

その他 128,803 127,644

投資その他の資産合計 635,252 747,366

固定資産合計 765,862 861,053

資産合計 3,617,752 3,419,347

負債の部

流動負債

未払金 130,302 147,028

未払費用 120,074 53,416

賞与引当金 264,500 74,337

品質保証引当金 242 －

受注損失引当金 175,324 －

未払法人税等 104,028 67,012

その他 136,805 118,130

流動負債合計 931,277 459,925

固定負債

その他 23,477 42,340

固定負債合計 23,477 42,340

負債合計 954,755 502,266

純資産の部

株主資本

資本金 822,250 829,665

資本剰余金 1,162,679 1,170,094

利益剰余金 783,198 937,396

自己株式 △158,756 △158,756

株主資本合計 2,609,371 2,778,398

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － 94,410

その他の包括利益累計額合計 － 94,410

少数株主持分 53,625 44,271

純資産合計 2,662,997 2,917,080
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負債純資産合計 3,617,752 3,419,347
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 2,783,888 2,640,136

売上原価 1,864,660 1,869,146

売上総利益 919,227 770,990

販売費及び一般管理費 455,792 448,457

営業利益 463,434 322,532

営業外収益

受取利息 106 132

受取配当金 2,448 1,724

その他 1,191 1,362

営業外収益合計 3,747 3,218

営業外費用

自己株式取得費用 441 －

営業外費用合計 441 －

経常利益 466,741 325,751

特別利益

投資有価証券売却益 15,916 －

特別利益合計 15,916 －

税金等調整前四半期純利益 482,657 325,751

法人税等 206,306 138,865

少数株主損益調整前四半期純利益 276,351 186,885

少数株主利益又は少数株主損失（△） 10,259 △9,354

四半期純利益 266,092 196,239
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 276,351 186,885

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,732 94,410

その他の包括利益合計 △12,732 94,410

四半期包括利益 263,618 281,295

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 253,359 290,649

少数株主に係る四半期包括利益 10,259 △9,354
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

　

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

　　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第3四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

　

（追加情報）

該当事項はありません。　
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（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。　

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。　　
　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却費は、次

のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却費 16,825千円 13,437千円

のれん償却費 4,758千円 14,162千円

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年6月27日

定時株主総会
普通株式 35,066 616.00  平成24年3月31日  平成24年6月28日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年6月27日

定時株主総会
普通株式 42,042 750.00  平成25年3月31日  平成25年6月28日 利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動　

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年4月1日　至平成24年12月31日）

　当社グループは、平成23年10月3日付でソフトウェア事業を吸収分割の方法により他社に承継しております。

これによりコンサルティング事業の単一セグメントとなったため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年4月1日　至平成25年12月31日）

　当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 47円33銭 34円83銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 266,092 196,239

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 266,092 196,239

普通株式の期中平均株式数（株） 5,621,800 5,634,854

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 47円9銭 34円40銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 29,100 70,324

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

（注）平成25年5月29日開催の取締役会決議により、平成25年10月1日付けで普通株式1株につき100株の割合で株式分割　

を行っております。このため、前連結会計年度の期首に、当該株式分割が行われたと仮定して1株当たり四半期純利益金

額及び潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額を算定しております。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年2月10日

ＵＬＳグループ株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社
員　
業務執行社員

 公認会計士 手塚　正彦　　印

 
指定有限責任社
員　
業務執行社員

 公認会計士 大野　開彦　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＵＬＳグルー

プ株式会社の平成25年4月1日から平成26年3月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年4月1日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＵＬＳグループ株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　
　
　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。
２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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